
（別紙様式第５号）

１．事業評価の実施

２．事業評価結果の総括

３．各地区の評価結果

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

中国四国
農 政 局

高 知 県 四 万 十 町 有限会社西宮組 ● ● ■ ▲ C
事業実績の雇用に至る人数のみ苦戦しているがその他は成
果を上げている。

中国四国
農 政 局

鳥 取 県 倉 吉 市 社会福祉法人和
●
★

● ■ A
明確な役割分担がされており事業体制が整備されている。
取組状況、事業実績、実施体制すべてにおいて予定通り達
成している点を評価。

中国四国
農 政 局

鳥 取 県 北 栄 町 合同会社ふれあい ●
●
★

■ A
販路拡大のためにオンラインショップへの掲載を行い、事業
の取組を計画通り実施、すべて達成。また、障がい者雇用を
目標通り達成できた点を評価。

評 価 コ メ ン ト都道府県

令和５年度　農山漁村振興交付金（農山漁村発イノベーション対策）
農山漁村発イノベーション推進事業（農福連携型）及び農山漁村発イノベーション整備事業（農福連携型）

事業実施主体　評価一覧

　１８件（うち１地区は、今年度評価対象ではないが、昨年度重点指導となっていた地区）
事業実施段階

市 町 村 事 業 実 施 主 体 名農政局等

　令和５年度に実施された「農山漁村振興交付金（（農山漁村発イノベーション対策）のうち農山漁村発イノベーション推進事業（農福連携型））及び農山漁村発イノベーショ
ン整備事業（農福連携型）」の事業について、「農山漁村振興交付金（農山漁村発イノベーション対策）実施要領」（令和５年４月１日付け４農振第3547号農林水産省農村振
興局長通知）別記５の第９の２の規定に基づき、評価を行ったので、その結果を公表する。

　令和５年度に交付金事業を実施した1７地区について、取組の実施状況、成果等を総合的に評価した。
　その結果、優良と認められる地区が１４地区、総合的に低調と認められる地区が３地区との評価結果となった。
　総合的に低調と認められる地区に対しては、重点的な指導、助言等を行う。
　また、今年度の評価対象ではないが、昨年度に重点指導の対象となっていた１地区について、重点指導の結果を評価した。

評 価



中国四国
農 政 局

岡 山 県 笠 岡 市 合同会社ど根性ファーム
●
★

● ■ A
障害者の特性に合わせて職業指導員から利用者に対し指
導及び支援する体制が充実しており、売上高、交流人口も目
標を達成していることを評価。

中国四国
農 政 局

岡 山 県 久 米 南 町 有限会社岡山県農商
●
★

● ■ A

さつまいもの定植・収穫・下準備、メニュー考案、販売等、利
用者それぞれの特徴を生かして取組を行っている。すべて
計画通りに実施し、利用者のためのフォローアップ体制も構
築されていた点を評価。

中国四国
農 政 局

広 島 県 江 田 島 市 株式会社凛
●
★

● ■ C
積極的に販路開拓を行い目標数を超えて達成できている。
試供品の配布の先の展開に期待したい。

中国四国
農 政 局

徳 島 県 阿 南 市 株式会社一生
●
★

● ■ A
取組状況は計画通り事業を実施した。売上高及び交流人口
については大きく目標をクリアした。事業実施体制はおおむ
ね整備されていた点を評価。

中国四国
農 政 局

徳 島 県 徳 島 市
社会福祉法人徳島県社会福
祉事業団

●
★

● ■ A
農福連携を地域の「モデルケース」として県内に展開していく
取組を実施しており、販路開拓が順調であることで売上高の
上昇にもつながっている点を評価。

中国四国
農 政 局

徳 島 県 上 板 町
社会福祉法人徳島県心身障
害者福祉会

●
★

● ■ C
自施設で菌床を購入・栽培し安定的に椎茸栽培が出来てい
る。作業支援者が多く、利用者の作業工程を見て随時見直し
を図る取組を行っている点は評価できる。

中国四国
農 政 局

岡 山 県 真 庭 市
株式会社HAPPY FARM plus
R

●
★

● □ A
施設外就労として、２事業所から１０名を受け入れている。取
組状況、事業実績もほぼ達成している点を評価。

中国四国
農 政 局

岡 山 県 高 梁 市 社会福祉法人P.P.P.
●
★

● □ C
今年度は施設整備を実施した。来年度に向けて先進地視察
を積極的に実施するなどソフト面を充実させた点を評価。

中国四国
農 政 局

広 島 県 広 島 市 社会福祉法人天友会
●
★

● □ A
前年度の整備した水洗トイレ整備等の効果が大きい。取組
状況も全て目標を達成し、事業実績についても売上目標を
達成している点を評価。

中国四国
農 政 局

広 島 県 福 山 市
特定非営利活動法人あいあ
い広場

●
★

● □ A
重度の障害者のため、当日の体調次第で予定していた作業
もできないこともあるが、着実に計画した取組内容を達成し
ている点を評価。



中国四国
農 政 局

広 島 県 広 島 市 一般社団法人百人邑 ●
●
★

□ A
先進地視察による情報収集の回数が減ったが、売上高は目
標を達成しており、取組状況も主要な取組が達成している点
を評価。

中国四国
農 政 局

高知県 仁淀川町 清流ファーム合同会社
●
★

● □ A
技術指導者が毎日指導にあたり、就労者が向上心をもって取り
組むことができ、目標売上額を大きく上回った。福祉事業所の
連携当行政のフォローアップ体制も充実している点を評価。

中国四国
農 政 局

愛 媛 県 四国中央市
大王製紙保安検査システム
株式会社

●
○
☆

□ A
先進地視察を積極的に実施するなど会社全体として取り組
めるようなソフト面の体制が整備されている点を評価。

中国四国
農 政 局

岡 山 県 美 作 市
特定非営利活動法人
美作自立支援センター

●
〇
☆

□ A
トマトハウスは令和６年度に整備するが、当該年度は取組状
況、事業実績とも達成しており、R６に向けての準備が整って
いる点を評価。

中国四国
農 政 局

広島県 尾道市 特定非営利活動法人COR
●
★

○ □ A
ハウスと灌水指令システムの整備が完了し、栽培技術の習得、
販売ルートの開拓ができる実施体制になっている。取組状況も
全て達成しており、就労者数も実績を出している点を評価。

（注１）　「事業実施段階」の凡例： ソフト対策　○・・交付対象年度（計画）　●・・交付対象年度（実施済）　□・・目標年度（計画）　■・・目標年度（実施済）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハード対策 ☆・・交付対象年度（計画）　★・・交付対象年度（実施済）　◇・・目標年度（計画）　◆・・目標年度（実施済）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重点指導　　▼・・重点指導（通知）　△・・重点指導（結果報告予定）　▲・・重点指導（結果報告）
（注２）　「評価」の区分：　　Ａ・・優良　　Ｂ・・良好　　Ｃ・・低調　　評価対象外・・評価対象外

４．第三者機関の意見聴取

【評価委員会　委員】

農山漁村振興交付金（農山漁村発イノベーション対策）実施要領（令和４年４月１日付け３農振第2921号農林水産省農村振興局長通知）別記５の第９の３の規定に基づき、
第三者機関である「農山漁村振興交付金（都市農村交流等）評価委員会」を組織し、評価に当たり意見の聴取を行った。評価委員会の委員及び開催概要は以下のとおり。

委員長：駄田井　久（国立大学法人岡山大学　准教授）
委員：吉浦　彩乃（株式会社農協観光国際交流事業課課長補佐）、木村　京子（JA香川県五名女性部部長）



【令和５年度評価委員会の開催概要】

　１　日　時 ：令和６年８月６日（火）　10:00～12：00
　２　場　所 ：岡山県岡山市（岡山地方合同庁舎）
　３　議事概要
　　　①　令和５年度評価対象地区の評価方法について
　　　　　 本年度の評価方法について、説明を行い了承を得た。
　　　②　令和５年度評価対象地区の評価及び取組状況について
　　　　　 令和５年度に事業を実施した１７地区の取組概要、評価案及び評価が低調と認められる地区に対する重点指導案に関して説明し、質疑応答を行った。
　４　主な意見
　　　・農福連携は地域づくりにもつながっていく取り組みなので、引き続き推進してほしい。

評価委員会


